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 年   主な協力内容 
1955年   アジア・アフリカ会議（バンドン）周恩来総理出席 
1963年   アルジェリアに初の医療関係者派遣 




2000年 10月 「第１回中国・アフリカ協力フォーラム（FOCAC）閣僚会議」（北京） 
2001年   2001～2005年 第10次５ヵ年計画で「走出去（海外進出）」戦略を打ち出す。 
2003年 12月 「第２回中国・アフリカ協力フォーラム（FOCAC）閣僚会議」（アジスアベバ）
2004年 7月 「対外投資国別産業指導目録」を発表（走出去戦略の進展を促進） 
2005年 1月 アフリカ域内LDC諸国と関税免除に合意。190品目について免税措置。 
  3月 アジア・アフリカ会議（ジャカルタ）胡錦涛国家主席出席 
  8月 「第４回中国・アフリカ協力フォーラム(FOCAC)政府幹部級会議」（北京） 
  9月 国連総会に胡錦涛国家主席が出席。アフリカを含む途上国支援で五大措置を発
表。 












































































  対象国 
農林、牧畜、
水産業 
採鉱業 製造業 サービス業 



















4 モーリタニア 漁業   農作物加工、皮革、毛皮、羽毛品   


























9 ザンビア 穀物 銅鉱、金鉱 農産品加工、輸送機器及び部品、オート
バイ、自転車、トライシクル 
  
10 モザンビーク 水産業   輸送機器及び部品、オートバイ、自転車、
医薬品、日用品、陶製品 
  
11 ナミビア 漁業 亜鉛 農作物加工、繊維・衣料品、電気機器、
プラスチック製品 
  











































                                                        



































































































アルジェリア 3 15,633.0 36.2 セネガル 5 606.2 1.4 
南アフリカ 12 10,688.4 24.7 コンゴ民 4 564.0 1.3 
ギニア 6 4,729.4 10.9 タンザニア 5 374.4 0.9 
ナイジェリア 12 2,824.4 6.5 エジプト 3 304.4 0.7 
エチオピア 6 2,279.6 5.3 赤道ギニア 1 298.0 0.7 
ザンビア 3 1,526.8 3.5 アンゴラ 2 193.0 0.4 
マダガスカル 1 1,030.0 2.4 ガーナ 2 180.0 0.4 
モーリタニア 0 969.0 2.2 ケニア 1 143.4 0.3 



































































































                                                        
6 China OGP（China Oil, Gas and Petrochemical） 



























                                                        
8 姚桂梅：「欧米大国のアフリカ石油争奪を巡る戦略とその影響」（中国国務院アジア・アフ
リカ発展研究所『亜非縦横』2005年第二期）。 
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ビジネス秩序を乱しているほか、治安の悪い諸国では中国人ビジネス関係者
の安全確保が問題になっている。 
中国の対外投資目録で、ナイジェリア、ザンビア、モザンビークへの進出
が奨励されているオートバイ・メーカーは、先行進出企業である日本企業を
目標としてきた。中国は、1994年から自動車新産業政策に基づいて自動車や
オートバイを経済発展の基幹産業とすべく強化、育成に励んできた。アフリ
カのオートバイ市場に詳しい日本メーカーによると中国は、完成車輸入が許
されているアフリカ、中近東、中南米の国々をターゲットとし、華僑ネット
ワークを使って販路を拡大してきた。現地の輸入代理店も中国人のため、支
払いリスクなどの問題は少ないと見られている。 
これらの中国製オートバイは中国国内の低所得者向けであったため、アフ
リカの市場ニーズにうまく合致した。輸出価格は日本製の半分以下と言われ、
1998年頃には日本からの技術移転も手伝って中国製オートバイの品質が向上
した。現在は中国国内での排ガス規制が厳しくなり都市部での販売が困難に
なってきたものの、まだ規制が緩い中国の地方部とアフリカでは同じ型が販
売されている。これらは10～20年前のモデルや新しい日本製のコピーなどが
多い。 
中国では模倣品が頻繁に摘発されているが跡を絶たず、日本企業も被害を
受けている。中国の対アフリカオートバイ輸出（約120～130万台）の半分は
ナイジェリア向けである。先行してアフリカ市場に進出していた外資企業は、
中国製の模倣品・廉価品によって少なからず影響を受けており、アフリカ諸
国政府に模倣品・密輸品対策や環境・品質規制の強化を期待する声が出てい
る。 
 
 
まとめ 
 
中国でアフリカの話となると、「友好関係」を強調される事が多い。この友好
関係の下、中国政府はFOCACの議論を、債務・関税免除、中国・アフリカビジ
ネス支援機関の設置など具体的アクションに結び、二国間対話で開発援助と貿
易投資の枠組みを次々に確認してきた。これらの成果を総括的にFOCACフォロ
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ーアップと位置づけて2006年からFOCACをサミットと銘打つなど、中国政府が
アフリカとの関係を重視し、貿易投資にも関与している姿勢は顕著である。北
京サミットとして注目される2006年第３回FOCACでは、新たな中国の提案やア
フリカ諸国の要望が聞かれることだろう。アフリカ諸国は過去の経験から、開
発援助や貿易投資における中国政府の関与をどう評価するのか。そこに、アフ
リカが中国に求めるものが垣間見える。 
貿易投資では、資源開発や通信分野など大型プロジェクトのほか、進出企業
の業種や輸出品目数も増えている。アフリカ諸国は安価で多様な中国製品を選
好、消費しながらも、地場産業は熾烈な競争下におかれることとなった。近年
は安価な製品のみならず、消費レベルの高い市場を狙った通信分野やハイテク
分野の製品も輸出されている。中国企業は今後もアフリカ諸国のあらゆる所得
階層の変化するニーズを汲み取りながら販路拡大にまい進すると見られる。 
